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1．はじめに

モンゴル国は大草原と砂漠の国という印象
が強い。地理的に国内を大きく分ければ北部
と中央部そして南部に分けられる。それぞれ
地形や気候などは自然的要素に大きな相違が
ある。北部の西側地区にはシベリアタイガ
林の大森林地帯が連なり、中央部はモンゴル
国を象徴する広大な草原帯（ステップ）があ
り、南部には砂漠性草原帯が広がる。モンゴ
ル国は 1990年にソビエトのペレストロイカ
の影響により人民革命党による一党独裁から
複数の政党制を導入し事実上の社会主義を放
棄し、1992年には憲法改正を行ない新生「モ
ンゴル国」がスタートした。この改革により
民主化の導入と経済は計画経済から市場経済
へと移行した。市場経済移行後は、新たな市
場経済システムが導入され当初は幾つかの戸
惑いと混乱が散見されたものの民主化と市場
経済は確実に国民の中に浸透していった。市
場経済が活発になるに従い、幾つかの問題も
浮き彫りになってきた。その中でも環境問題
はモンゴル国の大きな課題の一つである。現
在においては国内の経済活性化や近年の地球
温暖化などの影響によって自然環境への影響
が随所に見られる。モンゴル国における環境
問題は多岐にわたっているといえる。大気汚

染、廃棄物処理管理、水質汚濁、首都への一
極集中、エネルギー問題、水資源、都市環境
問題などは首都のウランバートルが抱える課
題でもある。「草原の国」のイメージから想
像し難いが、これらの環境に関する問題は確
実に打ち寄せているといえる。例えば、都市
環境問題の一つとして交通事情を見れば一目
瞭然である。朝の出勤ラッシュ時の自動車に
よる交通渋滞は先進国となんらかわらない。
自動車から排出される大量の排ガス、そして
粉塵、火力発電所からの煤煙、また冬季は暖
房による石炭の燃焼からの煙が、より一層の
大気汚染に拍車をかける。大気汚染は深刻な
問題でウランバートルのみならずエルデネッ
ト、ムルン、ウラーンゴム等の地方都市も広
がっている。
筆者は、市場経済導入後の 1996年にモン

ゴル国の首都ウランバートルにおいて国際シ
ンポジウム参加のために一週間滞在したこと
がある。国際シンポジウム（於：国立モンゴ
ル大学）では「日本の高度経済における公害
問題」をテーマに発表を行った。日本の四大
公害を中心として「水俣病」や「四日市公害」
等を中心に行った。発表時に国際シンポジウ
ム参加者の中の一部の学者・専門家等からは
工場から廃水・排水されたメチル水銀中毒に
よって海水が汚染され、その水によって海魚
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が奇形魚になるという存在の理解がなかなか
得られなったことが想い出される。
当時は「草原の国」一色で、ウランバート

ル市内の発電所からの煙が立ちもぼっていた
のが印象的であった。市内は交通渋滞などな
く交通車両もまばらな状態であり、交差点で
は婦人警察官が手信号で交通整理を行い、道
路の横断も簡単に行なうことが出来た。ま
た、水資源の問題でウランバートル市近郊に
ダム建設予定されたが環境保全の関係から住
民投票で否決されたことを聞き市民の環境へ
の意識の高さが伺えた。将来は、モンゴル国
といえども市場経済導入後は経済・産業の生
産性の向上などにより、より一層の経済活性
化が加速し、その反面環境への負荷は避けて
通る事は難しいものとは思いつつ帰国したこ
とが記憶にある。
今年（2011）の 5月に首都ウランバートル

を訪ねた。今回の訪問の目的はモンゴル国に
おける上場企業に対する「モンゴル国の環境
と企業行動」に関するアンケートの実施であ
る。そして、もう一つは、ウランバートル
市の水環境事情の調査である。特に、ウラン
バートル市の水資源として市内を流れるトー
ラ川の調査研究でもある。
モンゴル国は「草原の国」と称されほど自

然環境が豊かで地球環境問題とは無縁のよう
なイメージのある国である。しかし、地球環
境が叫ばれている中でモンゴル国といえども
例外にもれず、環境問題を抱えている。本稿
は、モンゴル国内にいくつかある環境問題の
中で、ウランバートル市内周辺の水資源環境
の現状について、トーラ川を題材としてウラ
ンバートル市における水事情について考察し
たものである。

2． モンゴル国の自然環境と水資源

（1）自然環境概要
モンゴル国は、ロシアと中国の国境に接し

北緯 41.4°から 52.1°、東経 87.5°から 119.6°、
東アジア北部に位置する内陸国である。156

万 4,100 km2の国土面積を有し、日本の国土
の約 4倍に相当する広さである 1）。北部はロ
シア国境に広がる針葉樹林の森林地帯、中央
部は大草原地帯が広がり、南部はゴビ砂漠地
帯が広がっている。国土全体は海抜 1000 m

以上に位置し、平均海抜は 1500 mを超える。
アルタイ山脈のタワンボグド山で 4374 mが
最も高い地点で、最も低い地点では 553 mで
ある。西部国境のアルタイ山脈、そしてシヤ
ン、ハンガイ、ヘンティー等の山脈を擁し、
また、モンゴル国の砂漠は 33の小さな砂漠
が集まり世界第 2位の広大な面積の広さを有
する 2）。
国土の 80％を占める草原（ステップ）は

見渡す限りの草原地帯で正しく「草原の国」
と呼ばれるのにふさわしい大草原地帯であ
る。モンゴル国家統計委員会（NSC）2010

年の発表によれば、モンゴル国の総人口が
278万 800人で、その内、首都ウランバート
ルには 115万 1,500人を擁するモンゴル国一
の大都会である。総人口の約半数近くが住む
一極集中の国家である 3）。総人口から見れば
モンゴル国の人口密度は世界でも最も低く、
約 2人／ km2と世界最小クラスの状況であ
る 4）。
モンゴル国の主力産業は鉱物産業に次い

で牧畜産業が盛んであり、全家畜の頭数は
「5畜」5）の合計が 32,729,200頭で人口の約
12倍の数を擁する遊牧民国家である。その
家畜の内訳は羊を先頭に 14,480,400頭、山
羊 13,883,200 頭、牛 2,176,000 頭、ラクダ
269.600頭、馬 1,920,000頭を有する 6）。正し
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く世界屈指の遊牧国家である。遊牧はモンゴ
ル国のアイディティであり、モンゴル国憲法
においても「畜群は国民の富であり、国家の
保護を受ける」と謳われているほどモンゴ
ル国にとって畜産業は国家産業の屋台骨であ
る 7）。
モンゴル国の気候状況はシベリア上空から

の湿気がモンゴル高原の山脈やハンガイ山
脈、ヘンティー山脈にあたり雨となる。その
降水は台地を潤しながら河川に集まり北上し
て、バイカル湖へと注ぐ。大陸性気候で大
変乾燥した気候で、四季はあるものの夏は短
く、30℃を越える日もあるという。また、突
然寒くなり雪も降ることもあるという 8）。草
原地域における気温の差は大きい、1月の平
均気温は氷点下 16から 24℃以下であり、7

月の平均気温は 16から 24℃前後である。ま
た日によっては 30℃を超える日も珍しくな

いという 9）。降水量は北西部と中央部の北に
おいて最も降水が多く、森林地帯の北部は
年平均 350 mm以上の降水量もある地域もあ
り、西部では 300 mm以上の地域もある。降
水量は森林スッテプ、草原の純スッテプ、砂
漠性スッテプと地域によってばらつきがある
ものの、年間の降水量が平均 250 mm前後で
あり乾燥地帯である。降水はモンゴル国に
とって貴重な主たる水資源である 10）。
降水量の最も多い時期は夏季で全体の

60％が、この時期に集中している。降水とし
ての降った雨の大半の 70～ 90％は地表面か
ら蒸発してしまい、残りが河川水と地下水を
涵養しているといわれている 11）。

（2）水資源概要
モンゴル国には 5,300の河川があり、泉

が 7,800、湖沼は 3,600、鉱泉は 362を有す

写真 1　大草原の中のゲル
 Tsogchin Boldog 草原（Tuv県 Erdene村）
 2011年 5月 13日　撮影：佐藤　寛
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る 12）。河川は北西部のシベリアタイガ林の
大森林地帯の山岳地からの河川が多く、南部
や東部は砂漠が存在して乾燥地帯であり、河
川はまばらに分布している。
モンゴル国の代表的河川の一つであるセレ

ンゲ川は、ウランバートル市内を流れるトー
ラ川とオルホン川を合流してバイカル湖に流
出し、ロシア国内を流れて北極海へと注ぐ。
また、東部を流れるヘルレン川は中国のフル
ン・ノール（呼倫湖）に流れる。モンゴル国
内を源流とした河川の流出の 60％はロシア
と中国へと流れ、残りの 40％とは南部のゴ
ビ地方の湖沼へ流れ、また地下へ流入して帯
水層を涵養している。国内の水資源の主たる
ものは、河川、湖沼、地下水である。特に、
モンゴル国の水資源の約 84％が湖沼に存在
している 13）。
これらの湖沼は北西部の山間部に多いが、

乾燥地域にも広く分布している。湖面の面積
が 5 km2以上の湖沼は全体の 5％弱で、面積
0.1 km2以上の湖沼は 3,500以上あり小さな
湖が多い 14）。降水としての降った雨の大半
は 70～ 90％は蒸発してしまい、残りが河川
水と地下水を涵養している。モンゴル国の水
は主に湖沼に集中しており、湖沼水資源国と
も称されている。モンゴル国における 1ヶ年
間の水資源量は湖水が約 500 km3、氷河が約
62.9 km3であり、地表が約 34.6 km3で 15）、地
下水は 10.8 km3推定されている。
これらの内、実際に利用可能な水は地表水

の 34.6 km3で、その中で 63.5％が地表水で

残りが地下に 36.5％が存在している 16）。

3．首都ウランバートルの水事情

1992年にモンゴル人民共和国から新生「モ
ンゴル国」をスタートし民主化と市場経済が
導入された。市場経済導入以降、国内に従来
の価値観や制度変革等に幾つかの戸惑が生じ
た。自由経済による価値観の混乱、インフレ
経済、貧富格差、伝統的な遊牧システムの崩
壊、過放牧、自然環境破壊、温暖化による永
久凍土の現象、砂漠化の進行、水資源の危機、
水質汚染など多角的な諸問題が年を重ねるご
とに浮き彫りとなった 17）。この多角的な諸
問題がウランバートル市の課題でもある。
ウランバートル市は、モンゴル国の大

草原地帯が広がる中央部のやや北東の標高
1,300 mの盆地に位置する。モンゴル国の文
化、政治、経済の中心首都であり、モンゴ
ル国の総人口の約半数を擁する一極集中型都
市である。市街はかなりの人口が過密して
いる。ウランバートル市の平均気温と降水
量は、表 1に示した通りで、年平均降水量は
281.7 mmで、年平均気温は氷点下 1.3℃であ
る。7月で平均気温が 17℃前後で 1月の平均
気温は氷点下 23℃前後で、それ以上の日も
たびたびあるという。春は最も乾燥の季節で
湿度が 30％以下になる日が 3～ 4ヶ月も続
く日もある 18）。
ウランバートル市における降水量を表 1

データから見れば分かるように、モンゴル国

表 1　ウランバートルの平均気温と降水量
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年 間

平均気温
（℃） － 22.3 － 17.2 － 9.0 0.9 9.4 14.4 16.9 15.1 8.3 － 0.3 － 12.2 － 19.9 － 1.3

降水量
（mm） 1.9 2.9 3.3 10.0 14.0 49.5 69.5 79.9 33.5 9.9 4.4 2.9 281.7

出典：wikitravel.org/ja/
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の気候は乾燥地帯であり、その気候区分は亜
寒帯もしくはステップ気候である。全体で
如何に降水量が少ないかが分かる。日本の
年間平均降水量は約 1,700 mm年であり、そ
してウランバートル市の平均降水量は東京
の約 1/4以下でもあり、正しく乾燥地帯であ
る 19）。
ウランバートル市の環境問題は幾つか指摘

される。例えば、ウランバートル市の一極
集中による人口増加で 100万人を超える大都
会でありながらモンゴル国第二の都市では約
9万人、その他の州都は 2万人から 3万人程
度である。如何にウランバートル市がモンゴ
ル国での巨大都市であるが分かる 20）。また、
市内の環境は自動車の急激な増加による排気
ガスの増大、火力発電所による煤煙、暖房に
よる石炭燃焼による煤煙など市内における大
気汚染が深刻な状態である。水資源において
は人口増加や建築物増加等に伴い水不足と水
質汚染で、そして廃棄物・ゴミ問題なども深
刻な課題となってきている。
ウランバートル市は近年流入者が止まら

ず、郊外にゲルを建て生活をしている流入者
が増加している。このゲルでの生活によっ
て、大気汚染、水質汚染、洪水被害、給水難
などである新たな環境問題を抱えている 21）。
特に、ウランバートル市にはコージェネ 22）

システムがあり、市内に大きな国営の発電所
があり、この発電所からアパート地区に廃熱
を利用して暖房と温水が送られるシステムで
ある 23）。しかし、これらのゲルにはコージェ
ネシステムはなく、ゲル住民は冬季には石炭
を利用して暖を得る。この石炭は褐炭で熱量
が低いために大気汚染や乾留・ガス発生の要
因になっている。
急激な人口増加は環境破壊を招き、大気汚

染のみならず水不足をも招く。
水不足は水資源の需要と供給のバランスの

崩れが生じ、人間の社会活動のみならず自然
の生態系にまで影響を与えてしまう。モンゴ
ル政府はゲル住民の住宅対策として、10万
戸のアパート建設計画を進めたが、これらも
居住者が多くなると一人当たりの水使用量が
確実に増加の途を辿る 24）。
モンゴル国内の水消費量は約 4億 km3とさ

れ、一人当たりの水使用は一日 8から 10リッ
トルで世界平均の水使用量の 1/3から 1/4程
度と低いという報告が過去になされている。
水使用制限がなされての結果といえる。給水
量の約 30％が中央水給水システムから供給
され、約 25％が水車による供給、36％が井
戸の排水施設で残りが小河川と融水・融氷か
らの供給されている 25）。
モンゴル国の主な水源は地下水から水道

を経て水を得ており全人口の 3分の 1の約
31％に当り、そして、4分の 1の約 25％は地
下水の水を詰めた移動式タンク供給から水を
得ている。約 36％は直接地下水の井戸から
得、河川から 10％前後を使用している 26）。

1990年当時で、モンゴル国内に 4,879の掘
井戸が存在し、そして機械式井戸が 9,721稼
動し、その他に 20,000箇所の簡易井戸があっ
たが、その内 40％は稼動していないと報告
されている 27）。
ウランバートル市は 1992年時点で、水源

は市の南部を流れるトーラ川沿いの沖積層の
四つの水源地から 30 mから 70 mの深さか
ら 133の井戸で日量 25万トンが供給されて
いた 28）。
ウランバートル市の水源の一つに市内を流

れるトーラ川がある。このトーラ川は、ヘン
ティ山脈にあるゴルヒ・テレルジ国立公園
に、その源を発する延長 704 kmで、流域面
積 49.840 km2の河川である。オルホン川に
合流し、その後セレンゲ川を流れてバイカル
湖へと注いでいる 29）。トーラ川は穏やかな
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起伏した草原等の丘隆地で、その流れは緩や
かに草原の谷間をぬって自然体で自由奔放に
流れている部分もあるがウランバートル市内
は一部コンクリートの護岸工事が施されてい
る。
トーラ川沿いに整備された 150本の井

戸（地下 30～ 70メール程度）から地下水
を 1日当り 17万立方メートル汲み上げ供
給している 30）。ウランバートル市内全体に
1ヶ所の中央下水センターで行い、稼動能
力は 177,500 m3／日であり、設計能力では
230,000 m3／日である。しかし、その能力は
十分に稼動されていない 31）。これらの計画
では人口増加によって、今後は水需要が更に
増して 240,000m3／日が必要となる予想され
ている。水不足状態が日常化になりかねない
段階を向かえる。そして 2030年には水重要
は 510,700m3／日に達するものと予測されて

いる 32）。
図 1よれば、ウランバートルの水供給量

の 53％はアパートに住む市民に、個人住宅
者やゲル地区は 2.5％供給され、全供給量の
55.5％は生活用水、発電所や機関、企業、ビ
ジネス等の工業（産業）用水は 41.5％で、農
業、畜産業の農業用水は 3.7％である。ウラ
ンバートル市内供給量の全体は半分が生活用
水で工業（産業）用水、農業用水と続く。一
般的には約 3分の 2は農業用水で工業用水、
生活用水の順で水が使用されているが、モン
ゴル国は遊牧業が盛んで、農耕との相違によ
り水の消費量が農耕国より直単に少ないこと
が伺われる。
ウランバートル市の上水道普及率は 77％、
下水道普及率は 35％である。その他の地方
都市全体では上水道 41％、下水道 10％であ
り、上水道に比べ下水道は大幅に遅れている

写真 2　大草原の中を雄大に流れるトーラ川
Tuv県 Erdene村、Khaan-jimsのキャンプ地付近

2011年 5月 13日　撮影：佐藤　寛
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図 1　ウランバ－トル市の水供給
出典：『Туул голын эхийн экосистемийн үнэ цэнэ』

写真 3　ウランバートル市内とトーラ川（ザンサン丘より）
2011年 5月 10日　撮影：佐藤　寛
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ことが伺える 33）。
WHOと UNICEFの「水と衛生共同モニ

タリング・プログラム（JMP）」によれば、
2008年の時点では世界の水道普及率は 57％
であり、また、先進国の都市部の普及率は約
79％である 34）。これから見れば、ウランバー
トル市の普及率は世界の先進国の普及率に近
いが、地方都市の普及率はかなり低いことが
伺える。世界平均の水道普及率は都市部と
農村部で見れば、都市部で 79％、農村部で
34％である。ちなみに、水道普及率を世界の
地域別に見ると先進諸国 94％、ラテンアメ
リカ諸国 84％、東アジア 83％、西アジアサ
ハラ砂漠以南アフリカ 16％である 35）。
モンゴル国の今後の水源を確保のために

2020年まで 1万基の井戸の掘削計画と灌漑
設備の充実を行なう計画が示された。モン
ゴル国「2021年国家開発戦略」の中で、集
約的な農業振興計画が打ち出され、小麦を
2006年の 4倍の生産量を 2015年に達成し、
馬鈴薯や野菜の生産量も従来よりも 1.5倍の
生産目標を掲げた。これらの生産には安定
した水の確保があってなされる生産目標であ
る 36）。
ウランバートルの主水源であるトーラ川に

汚染の報告がある。その汚染の主たる原因は
ウランバートル市内や河川集落から出される
生活排水とトゥブ県のザーマル地区の金鉱開
発による排水が原因とされている。モンゴル
国内で最悪であると報告されている 37）。
国内の汚染状況の例の一つに、中央の北部

に位置するダルハンオール・アイマグ、そし
てホンゴル・ソムなどの金鉱山から採掘に水
銀が使用され中毒が発生していると報告され
ている。水銀は自然環境を破壊・汚染し、つ
いては植物に大きな影響は与え、植物連鎖に
取り組まれるなど有機化する可能性があり将
来が懸念されている。また、水銀に代わりシ

アン化ナトルウムを使用している採掘所もあ
り労働者の健康障害が環境破壊と共に問題化
している 38）。
モンゴル国において、希少な水の価値は高

く、これらの水が汚染されていれば大きな打
撃に繋がる。水資源は需要と供給のバランス
によって維持される。モンゴル国の主力産業
に鉱業産業と牧畜産業などのあらゆる産業発
展の妨げならぬよう早急な対応が望まれる。

4．展望―むすびにかえて

今後、益々拡大する世界経済の中でモンゴ
ル国の社会においても、グローバル経済の波
は避けられずより一層活発な経済活動へと向
かうことが想像される。特に、モンゴル国の
豊富な天然資源は世界が注目している。モン
ゴル国における鉱業は最も重要な産業の一つ
である。天然資源は石炭、石油をはじめ、金、
銅、蛍石、モリブデンなどの豊富な資源開発
を中心にモンゴル国の経済は今後大きく展開
し続きけるものと考えられる。また、牧畜業
においても主力産業の一つとして、今後も持
続的に発展するものと思われる。経済産業が
拡大すればするほど欠かせないのは水の存在
である。なぜなら、水は全ての人間活動の源
であるが故に、水なくしてあらゆる面におい
て人間活動は不可能である。
今後のモンゴル国の経済発展に伴う水資源

を検討すれば、国内の経済活動はより一層活
発になることが想像され、国民の所得向上に
より国民の生活が豊かになり消費購買力が向
上し、それらに伴い国民のライフスタイルに
変化が生じ、近代的な住宅や嗜好品、贅沢な
品物、おしゃれなフッションなど生活向上の
志向が飛躍的に変化する。この変化に伴い豊
かな生活への憧れから現実の豊かな生活への
要求が齎される。
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首都ウランバートルは、今後においても人
口の一極集中が続くものと予想され、人口増
加と経済産業が拡大し、その拡大によって水
需要は益々の増加の途を辿るものと考えられ
る。工業用水や都市用水は需要と供給の比率
が懸念される。今後、増加あろうと思われる
水需要に対して検討すれば、水不足分を賄う
一つの方法として再生水の利用システムが不
可欠である。モンゴル国において限られた水
資源の中で最大限に水の有効利用を行なうに
は水の再利用が必要不可欠である。地下水や
河川からの第一原水を飲料水・生活用水や一
部の工業製品の工業用水等を中心に利用し、
生活排水や工場廃水・排水を第二原水として
利用し、下水用水や道路清掃、車両洗車、農
場用水、植栽等への水は再生水の利用が必要
である。
モンゴル国は一部において豊富な水資源地

域も見られるが、全体としては乾燥地域で水
不足国である。限られた水資源の利用システ
ム構築し、水の需要と供給のバランスのとれ
た水有効利用することが必要である。ウラン
バートル市の都市環境を見れば、前章で述べ
たように経済発展に伴い都市環境が悪化して
いる。これらの対応には環境に対する法的規
制は当然ではあるが、化石燃料からの転換と
してクリーンエネルギー（再生エネルギーや
自然エネルギー）や再生水などの未来環境都
市建設（エコシティ）の施策を検討する必要
がある。特に、ウランバートル市近郊には多
くの放牧が存在し、これらの 5畜への飲み水
への供給は今後再生水を利用せざる得ない時
期が近い将来訪れと思われる。
水再生システム構築や未来環境都市建設施

策は、今後のモンゴル国の持続可能な社会の
発展に道引くかが大きな鍵の一つと考えられ
る。今後の経済発展は、各産業の活性化によ
り、水需要はますます増加の途を辿るものと

考えられる。首都ウランバートルには、今後
においても一極集中型の都市が継続し、益々
人口が増加するものと予想される。人口増加
や経済活動の活発化に伴って欠かせないのは
水の存在である。当然水資源は有限であり、
水の需要と供給のバランスの対応が求められ
る。これらの水不足分を賄う一つの方法とし
て再生水の利用システムが不可欠である。
今後の持続的な経済発展を考えればモンゴ

ル国の地理的な自然環境に考慮した諸政策が
必要である。
なお、本論文は、今後の「モンゴル国にお

ける環境と水資源の研究」のスタートとして
現地調査をなったものである。今回の調査研
究をベースとして今後の研究を継続して行く
予定である。
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Mongolia Environment and Water Resources
Focusing on the Water Situation in Ulan Bator

Hiroshi SATO
Research Institute of Social System, Chuogakuin Univeresity

Abstract

The destruction of our natural environment continues on a global scale; 

we see global warming, deforestation, air pollution, water crisis, abnormal 

weather and other destruction all around the planet. This destruction 

progresses even in Mongolia, a country known as the land of steppes for its 

rich natural environment. Mongolia’s image may give the impression that it 

is impervious to our global environmental woes; be that as it may, Mongolia 

is no exception. It has its own environmental problems amidst the global 

issues.

From among the wide range of environmental issues in Mongolia, this 

paper discusses the current state of water resources in the Ulan Bator area, 

specifically touching on the Tola River as an issue in the Ulan Bator water 

situation.


